
    

 

   本校敷地内にある浄化槽を撤去し、農業集落排水に接続する工事が 

  1 月１４日（土）から始まっています。現在は集落排水への接続工事 

  も終わり 浄化槽内の清掃も終了、浄化槽の撤去工事にかかっている 

  ところです。 極力授業の妨げにならぬよう配慮して頂き工事は進ん 

  でいます。 土日中心の作業となるため、部活動等で迷惑をかけます 

  が安全に留意して登下校、お願いします。 

   なお、この土日も２日間、浄化槽の撤去作業が入ってきます。 ３ 

  年生のみなさんは 私立高校の受験も関連してくることから、登下校 

  の際、十分に気をつけて下さい。 現場でも安全には十分に配慮して 

  いただく予定です。 

 

     

   先週あたり、１５０匹以上のサルが四郷、川島地区から小山田地区 

  にかけ、移動してきているのが分かり、市民センターから連絡を受け 

  学校としても下校時、注意するよう促しました。地域では児童・生徒 

  の登下校時の安全を配慮し、地区内のサルの追い出し隊を結成、１７ 

  日朝より、地域の方十数名を募り、県の農林商工環境事務所の方も加 

  わりセンターの館長さん中心に半日、活動して頂きました。今後も実施するということであり、組織 

  的な取組がサルの動きを抑制する、ということでできればボランティアでの参加もお願いしたい、と 

  いうことでした。 

     

 

  ２／  １（水） 月曜日課                    ２／１９(日) 第５回美し国三重市町対抗駅伝 

  ２／  ７（火） 社会見学(２年)            本校 1年生 市川唯人さんが四日市市チームの中学男子 

  ２／  ８（水） 朝読・清掃・部活動なし        の部選手として走ります。区間は第４区、５．６５ｋｍ 

  ２／  ９（木） 三泗小中美術展 ～１４(火)     （シューズ愛ランド前からサークルＫ三雲中道店前まで） 

  ２／１１（土） 建国記念の日             その活躍を期待しています。 

   ２／１３（月） 学年末試験発表（２１日まで部活中止） 午前９時スタート、雨天決行 

  ２／１４（火） 学校公開日・学校づくり協力者会議 

  ２／１６（木） ３年保護者会（１０：００～１６：４５）～１７日(金) 

  ２／１７（金） 特別支援学級学習発表会 ～１８日(土) 

  ２／２０（月） 学年末試験（１、２年）～２２日(水)、３年実力テスト（２０日） 

  ２／２４（金） 下校時安全指導(水沢見守り隊来校) 
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   9 月末に平成２４年度 通学路交通安全施設整備事業についてのお願いということで、通学路の 

  安全確保に向け、要望を募ったところ何件かご要望をいただきました。路面表示やガードパイプの 

  設置などのご指摘、本当に有難うございました。 

   今回出していただいた要望は来年度に向けての整備事業において審議され、受け入れられれば、 

  工事着工となります。出していただいたご要望は教育委員会教育施設課に全て報告文書として提出 

  させてもらいましたのでここに報告させていただきます。 

   尚、昨年度出していただいた六名町と鹿間町にかかる橋の両端の危険ながけの部分に転落防止用 

  の柵については今年度、設置されました。(お世話になりました。) 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

     

 

    去る１月２４日（火）、６限目、視聴覚室で社会科の授業が行われました。ＩＣＴ機器(書画カ 

   メラ・ＰＣ・プロジェクター）を効果的に使用し、授業実践をするというものであり、校内研修 

   の一環として、他の教科の先生たちも関心を持ち、授業に参加しました。 

     

教科の独自性もあると思いますが、社会科、特に歴史となると、 

   資料は欠かせないものであり、必然、生徒たちも資料集を見なが 

   らの学習となります。がそこへ書画カメラで映し出された資料の 

   絵や写真、それも資料集にはない浮世絵や写真であれば、興味・        

   関心もかき立てられ、学習にも集中するというものです。 

    今までもビデオや掛図、投影機等で授業は行われてきましたが 

   ＩＣＴ機器のもつ優れた機能をうまく使うことで本当に惹き付け 

   られる授業実践につながることを実感しました。もちろん、それ 

   を使いこなすためには研修も必要ですし、限られた台数の機器を 

   うまく使い廻す必要もありますが、魅力ある授業実践に向けての 

   一つのツールとしてＩＣＴ機器を駆使していきたいと考えます。  


